
日本の課題 

  通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教材 

１ Ⅰ･Ⅱ   各自が「あるべき社会」について考

えるときに、現在日本の課題と考え

られているものをデータとともに示

す。これらを踏まえて自分の問いを

創る 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

15 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

他の国と比べることによって、日本の特徴的な事象や事柄を見出す。 

  

 

  

世界の高校生と比較して、国や社会に対する意識が低いことが指摘さ

れている。 

 本校 SSH 選択者を対象として取ったデータも示す → アンケート調

査を実施する 

 

 

 

1 人当たりの GDP や生産性において、日本は他の OECD 加盟国と比較し

て低い値を示している。 

  

 

 

過去のデータと比較してもバブル時、一時的に上昇した時期はあった

が、その他はずっと低位に位置している。 

  

 

  

さらに 1人当たりの生産性上昇率について、ここ最近数年も見ても

OECD 各国は１～３％程度上昇しているが、日本は、マイナスとなって

いる。 

  

何が要因になっているかは定かではない。 

いろいろな観点から検証していく必要がある 

  

例えば、腕時計について、日本は正確さ、価格、機能を追求してきた

が、最初に開発した技術はすぐに真似されて陳腐化してしまう。 

  

一方、歴史や物語のある製品は他に置き換えることができない価値を

持つ 

  

  



  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

 
  

  

  

 

 

 

 

 

「正解」の価値が低下し、「問い」の価値が上昇する 

  

 

  

これらの現象を象徴するものとして、テレビのリモコンを例にとる 

  

 機能面のみを追求すると「同じ正答」に行き着く。常識にとらわれ

ずに「そもそも」から根本的に「リモコン」を考えると「音声で操作

する」という発想が出てくる 

  

常識を疑い、本質的なパラダイムシフトを成し遂げるのは「若い人」 

 → 長くその世界にいると、だんだん見えなくなってくるというこ

とが原因かも？ 

 

 

  

 

 次の図は何を表しているか、考える 

   → 創業者が起業した年齢 

   → 「若さ」は貴重な財産 年長者に気後れせずにどんどん自

分の意見を言おう 

  

  

  

  

 

  

自分の人生について、「どのような自分で在りたいか」さらに、「ど

のような社会を望むか」ということを考える材料を集める 

  

 

 

 

 

  

ワーク 

ここで示したデータ以外に、どのようなことがらやデータを調べてみ

たいか？ 

 

 


